
連続／不連続な発達観に基づく文化類型と「かわいい」「甘え」感情 

─「かわいいおばあちゃん」現象と、タテ社会・ヨコ社会へのヒューマニズムの影響─ 

 

 宇都宮大学 小原一馬 

1 目的 

  それぞれの文化の発達観の違いが各文化を大きく特徴づける性格をあたえるのではないかという仮説がある。 

本発表では発達の連続／不連続を子ども―成人関係の相対性・絶対性と読み替えることで中根や土居の古典的

な日本論との接続をはかった上で、近年の「かわいいおばあちゃん」現象がそれをどのように変化させたか、デュ

ルケームの近代化⇒個人聖性仮説との関係において解釈を試みる。 

2 方法 

調査対象：川崎市内の 4000 世帯に住む 30 代から 60 代の男女、各世帯 1 名ずつ （本発表では女性の結果につ

いてのみ触れる）  抽出方法：ＮＴＴハローページ（個人名）より単純無作為抽出 

調査方法：調査票の郵送による発送・回収    調査時期：2009 年1 月～ 2 月 

有効回答数：1417  （川崎市の世帯構成、年齢構成から算出した推定回収率 31.6％）1  

3 結果 

20 代女性の「かわいい高齢者」観は、祖父母と接していないあるいは祖父母以外の高齢者とも接していた人にお

いて、1980 年代後半から 90 年代はじめにかけて広まり、その影響は当時 40 代以下だった同様の女性にも波及し

たことが示された。若いころ祖父母と接していた人には影響しなかった。 

 こうした「かわいい高齢者」観は、マスコミを通じて広がったと考えられるが、その背景には理想の大人観、理想の

高齢者観の変化があった。今回の調査では、世代の効果と年齢の効果を区別することが不可能だが、近代化⇒個

人聖性仮説に対応するような、合理性よりヒューマニズムを重視する理想の大人観・高齢者観の若年層への浸透と

相関がみられた。こうしたヒューマニズムの影響は「かわいい高齢者」のイメージを挙げる言葉にもあらわれている。 

4 結論 

 上記の結果は目的で述べた文化類型との関係で述べると次のように解釈できる。中根や土居が「タテ社会」や「甘

え」というキーワードで捉えた、旧来の日本社会は、相対的な年齢関係に基づく「連続的な」発達観を持つ社会であ

った。子どもが大人に甘えるという関係は、相対的な年齢関係によって捉えられ、「先輩―後輩」「上司―部下」とい

った社会のあらゆる関係に適用され、中根の言う「タテ社会」を形成した。そしてこの下からの「甘え」感情に対応す

る上からの感情が「かわいい」である。 

 こうした「連続的」な社会は、年齢の絶対的な関係に基づき、成人と子どもの境界をはっきりさせる「不連続な」発達

観を持つ社会と、対照的な性格を持つ。こうした欧米的なヨコ社会では、甘えの感情はあくまで子どもだけのもので

あり、「かわいい」という感情も、子どもや小動物などに対してだけ向けられる。こうした感情は社会の上下関係で機

能を持たない。 

 それぞれの社会が、ヒューマニズムの価値観などの影響を受け、年齢の上下に基づく成人―子ども関係の絶対

性がゆらぐ際に、異なった変化が起こる。教育的関係は、「連続的」社会においては、権威主義的な関係から指導・

助言的な関係に変わるのに対し、日本では、双方向的な共感関係に変わる。 

 それに伴い日本では、「かわいい」といった、もともと年齢の上下関係に基礎を持っていた形容詞が双方向的に使

われるようになる。それが今回示したような「かわいいおばあちゃん」という現象の意味であると考えられる。 

                         
1 計算方法やより詳しい調査結果については宇都宮大学教育学部社会学研究室2009 『高齢者観の世代間変化に関する調査』 宇都宮

大学教育学部ＷＥＢサイト (http://ks001.kj.utsunomiya-u.ac.jp/~sociology/top.htm)参照 




